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＜連絡事項＞
・外来スタッフより、馬渡Ｄｒが使用の為19：00まで外出となります。その間何かあったら深澤Ｄｒへ連絡する様にとの事です。

＜患者様連絡事項＞
・我満　奈津紀様～4/17（火）娘様より、八戸赤十字病院から処方された乳がん術後の持参薬（漢方薬・ホルモン剤）を返却していましたが、ホルモン剤は服用しているとの事で、本日娘様がホルモン薬の『タモキシフェン（20）１Ｔ　１×朝　34日分』を届けに来院されています。持参薬は、鑑別依頼し、明日の朝より服用となりますので周知して下さい。

・松谷　和也様～運転免許証の更新について、誕生日が4/25で5/24までに更新手続きが必要です。軽米市在住であり八戸市では更新できない為、二戸警察署か
　　　　　　　　久慈警察隣接の県北運転免許センターで行えるが、久慈警察隣接県北運転免許センターが近い為、外出日など日程調整中です。担当スタッフは、免許証の内容を確認していきましょう。

・川井　尚子様～治験を行っています。4/24（火）治験の評価日の為、治験専用の体重計、血圧計、体温計、メジャーの貸し出し用を病棟のカウンター下へセットして置いていますので、治験評価日のみに使用となりますので、周知して下さい。
＜要注目患者様＞
・五日市　規様～一昨日夕より治験薬ジプラシドンカプセル８０㎎から１２０㎎に増量と
なっています。本日は、昼食後よりホールの柱に寄り掛かりながら椅子に座り、肘打ちや足で蹴ったりしています。場所を移動し、洗面所前のベンチに座り、肘打ちをしています。スタッフの声掛けには反応みられていますが、理由は話そうとしません。治験薬が増量となっていますので、精神症状の観察と怪我のない様注意していきましょう。
4/9～入浴されていなく、声掛けにばい菌が付くなどの発言聞かれています。準夜帯での入浴となる為、声掛け誘導等引き続きお願いします。
　　4/13（金）「用事があって行ったけど…。」と１階へ行く事ある為、所在確認と引き続き精神状態の観察をしていきましょう。

・川井　尚子様～4月12日の血液検査でTSH 0.541 ～ 4.261 μU/mlが基準値のところ4.648と軽度上昇あり。T3、T4自体は正常範囲内であるが、本人の希望もあり、チラージンS 50mgから今朝より服薬再開しています。本人から退院希望あり、母様へ連絡し4/26（木）退院予定となります 。訪問看護等は、経済的な面で難色示しています。

・木村　美智子様～昨日朝よりアルダクトン（25）×2で開始となっています。日中、排尿・排便あり、都度１階の介助用トイレへ誘導しています。日常生活は、眠気強く援助を要する状態です。立ち上がり、歩行の要求は聞かれていないです。午前中は声掛けにて病棟で塗り絵に何とか取り組まれています。昼食時、「怖い。ニュルニュルって椅子が来るの。」と話しています。レストランに移動し自力摂取しています。下肢の浮腫は同様著明にみられています。精神状態、一般状態、ＡＤＬの観察を引き続き行っていきましょう。

・小笠原　文人様～気分の高揚さがみられてきています。まとまりない話し掛け、要求を繰り返す様子みられています。ラジカセで音楽の音量を高くしたままかけっぱなしにしている事あり、介入に「うるせい！！」と荒い口調で言われる事みられています。引き続き精神状態の観察と他者トラブルに注意していきましょう。



＜安ヶ平Ｄｒケース検討＞
・嶋守　京子様～娘様より退院希望あり、主治医へ確認し娘様の希望通りに進めるよう指示があります。4/29（日）の10：00退院予定で、初外来日は5/12（土）11：30となっています。退院時処方は、現在の処方と同内容となりますので、処方や退院指示、書類関係の準備をすすめていきましょう。　

・川井　尚子様～本人希望していた退院の件について、主治医へ確認し4/26（木）で良いとの事です。退院時間の確認をしていきます。初外来日は、5/24（木）
　　10：00で設定しています。外来は、安ヶ平Ｄｒで治験の評価日は深澤
Ｄｒとなります。デイケアや訪問看護については退院後に検討していきます。治験コーディネーターの佐藤氏より、今後の治験スケジュールと治験参加カード（他科受診時に持参、他院より処方あったら、服薬前にＣＲＣまで連絡し確認して下さい。）がファイルへセットされ届いています。何かありましたらＣＲＣ携帯へ連絡をくれる様親御様にも伝える様申し送りがあります。本人より、4/20～4/21で外泊訓練をすると話があり、申請していきます。

＜馬渡Ｄｒケース検討＞
・原　吉郎様～させられ体験、影響体験、幻聴など持続しています。交信して自分の口を
借りて話をしているなどと話すが、その相手はわからないとの事。診察時
には「脳が考えられるようになって調子が良い」などと話しています。
オランザピン（10）１Ｔ→オランザピン（10）１Ｔ、オランザピン（5）１
Ｔへ、クエチアピン（100）３Ｔ、クエチアピン（50）３Ｔクエチアピン
（100）３Ｔへ変更となっています。

・山下　拓也様～精神面では目立った変化なく経過しています。明らかな幻聴はみられません。内服薬の自己管理中です。やや軟便でＭｇＯ5Ｔ→4Ｔ（1-1-2）へ減薬となっています。その他処方は継続となっています。

・蝦夷森　重男様～著変なく経過しており、特に困っていることはないとの事です。現在入所可能な施設を探している所です。ＭｇＯは3Ｔ→2Ｔに徐々に減量するので、軟便で本人の希望があった場合は、除剤可の指示出ています。



＜皮膚科診察＞
・曽我　正子様～右足底のスピール膏貼付は止めとなり、両足、趾間にケルガー液塗擦の指示あり、ケルガー液　１本処方となっています。

・佐々木　淳様～左膝・右肘の表皮剥離は治癒の為、処置止めとなっています。他は処置継続です。

・戸賀沢　潔様～皮疹なお中等度散在～播種状。全身にデルモゾールＤＰ軟膏塗擦の処置となっています。デルモゾールDP軟膏5本、タベジール同内容で７日分継続処方、プレドニゾロン（5）1.5Ｔ　3×毎食後で7日分処方となっています。

・山口　富造様～処置継続。デルモゾールDP軟膏1本、タベジール7日分継続処方となっています。

・原　吉郎様～処置継続。テルビナフィンクリーム1本、デルモゾールDP軟膏1本、ゲン
タマイシン１本処方となっています。

・松谷　和也様～処置継続。タベジール7日分継続処方となっています。

・三上　勇様～処置継続。ケルガー液1本、デルモゾールDP軟膏2本、タベジール7日分
継続処方となっています。

・小笠原　文人様～追加で３）口唇　　乾燥、落屑あり、アズノール塗布の処置となっています。アズノール　１本処方となっています。

・成田　富士子様～処置継続。ゲンタマイシン軟膏　1本処方となっています。

＜事故振り返り＞
曽我　正子様が、4/19（木）0：30　自室で転倒し、左側頭部に切創を負う。
＜原因＞
　・夜間だった為、常夜灯がカーテンで隠れていた事により、部屋が暗かった。
　・ラウンドと覚醒のタイミングが合わなかった。
　・気分の高さがあり、夜間起きてくることがみられていた。
　・歩行状態不安定さ見られ、ズックを履いて移動する様声掛けしていた。
　
＜対策＞
　・ラウンド時間の調整、ラウンド時間の間隔の調整
　・部屋の環境調整
　・履物は、スリッパではなくズックを履くよう声掛けを徹底していく。
[bookmark: _GoBack]　・歩行不安定時は、手すりをつかまって移動するように声掛けする。
